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湯の山温泉と四日市鉄道
― 戦前における地域開発の担い手と運動に関する事例研究―

































































































































































































伊香保 (群馬県),熱海 (静岡県),塩原 (栃木
県),那須 (栃木県),修善寺 (静岡県),伊東
(静岡県),湯河原 (神奈川県),箱根宮ノ下 (神
奈川県), 日光湯本 (栃木県),草津 (群馬県),




























































































































































































同県 同郡 同村 高田隆平
同県 同郡 同村 高田喜八
同県 同郡 桜村 伊藤幸右衛門
同県 同郡 同村 石川信吉
同県 同郡川嶋村 稲垣次左衛門
同県 同郡 同村 高島半助
同県 同郡常磐村 戸谷文治
同県 同郡 同村 斉木久七
同県 同郡 同村 伊達房吉
同県 同郡千種村 柿 弥十郎

















































































































































































































































































































































































100株      中浜善右衛門
100株      大谷駒吉
650株  予定  新規発起人
内550株地元引受
100株      重盛信近
100株      平野太七
100株      石川信吉
100株      伊藤幸右衛門
100株      高田隆平
100株      高田喜八
50株      玉井丈次郎 '
50株      戸谷文治
50株      斉木久七
50株      味岡格太郎
50株      伊藤新十郎
50株      伊藤良吉
50株      伊達房吉
50株      高嶋半助
50株      稲垣次左衛門
50株      柿 弥十郎















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































157,54837,790 701 4,881 97 104 264
136,20633,312 990 345 14 258
183,2141,666 909 3,965 124 51 599
188,04836,638 786 6,583 40 48 726
120,9126,496 758 6,863 63 275



























































































































































































































































































































































































































6)『鉄道省文書』第一門 監督第一種 二 地方鉄
道 イ 免許 二重鉄道 (元四日市鉄道),大正
2年(国立公文書館所蔵)。
7)同_L
8)『四日市港百年史』四日市港管理組合,2000年。
9)前掲『地方発達史と其の人物』297ページ。
10)鉄道国有化の後,地方鉄道は,明治4年に制定
された軽便鉄道法に準じて敷設が進展することと
なる。同時に制定された軽便鉄道補助法による財
政支援が効果を高めるものであった (『日本国有
鉄道百年史』第5巻, 日本国有鉄道,1972年,
209ページ以下)。
11)『四日市商工会議所百年史』四日市商工会議所,
1993年,766ページ。
12)『二重県紳士録』二重県紳士録編纂会,1915年,
109ページ。
13)同L,604-605ページ。
14)『二重県事業史 完』第九回関西府県聯合共進会
二重県協賛会,1907年,93ページ。
15)前掲『三重県紳士録』。
16)『温泉案内』鉄道院,1920年,81ページ。
17)パンフレット『花』二重鉄道,刊行年不詳。湯
の山に居住する営業者は, こうした「名勝」,「遊
園地帯二於ケル各種施設ノ向上発展ヲ図」るため
に「湯ノ山発展同盟会」を組織していた。事務所
は三嶽寺内にあった (前掲『日本温泉大鑑』747
ページ。)
18)『大成建設社史』昭和38年。なお,「三嶽寺よリ
大坂地方にて幾分力株之募集ハ出来ルト申呉」と
あることから,当初は温泉保養施設でもあった三
嶽寺も株の引受活動をしていたことが知られる。
19)『80年のあゆみ』近畿日本鉄道株式会社,1990
年,40ページ以下。
20)『第31回営業報告書 自大正15年4月1日至大正
15年9月30日』四日市鉄道株式会社。なお,鉄
道従業員数は,本社5人,運輸25人,運転14人,
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保線 13人の合計57人であった (同上)。
21)『北勢の仙境 湯の山温泉図絵』四日市鉄道株式
会社。
22)『クーポン旅館案内 昭和9年4月』社団法人ジャ
パン・ツーリスト・ビューロー。
23)注20に同じ。
24)前掲『地方発達史と其の人物』321ページ。
25)岡崎哲二「第八章 戦時計画経済と企業」東京
大学社会科学研究所『現代日本社会 4 歴史的
前提』東京大学出版会,1991年。
26)『中部日本 四日市港』四日市商工会議所,昭和
5年,17ページ。
27)同上,16ページ。
28)『大阪を中心として名蹟勝地 一晩とまりの遊
覧』1920年,78ページ。
29)前掲『80年のあゆみ』40ペー ジ以下。
30)『伊藤伝七翁』同伝記編纂会,昭和11年,247-
248ベージ。
31)『躍進の四日市市』伊勢毎日新聞,昭和11年,78
ページ。
32)『聖地二重の偉材と之を嗣ぐ者』二重県編纂協
会,昭和12年,301ページ。
33)前掲『地方発達史と其の人物』296ページ。
34)『20年のあゆみ』御在所ロープウエイ株式会社,
昭和54年,84ページ。
35)同上,88ページ。なお,江戸時代 (延享元年
1744年頃)の菰野湯本町の宿屋として,山形屋
新蔵,上兼屋幸助,橘屋二郎右衛門,下兼屋伝四
良L藤屋伝左衛門,栢屋イ
=七
,杉屋善三郎があっ
た (『躍進北伊勢の全貌』四日市新聞社,1950年,
141-142ページ)。
36)同上。
37)『菰野町史』1941年,473ページ。
38)前掲『20年のあゆみ』89ペー ジ。
39)同_L
40)『勢州菰野温泉名所案内記』湯の山 瀬古きく,
明治36年の「広告」(近鉄資料館所蔵)。 従って,
古くは大石良雄,明治維新期には,西郷隆盛が逗
留している。
41)同上,16ページ。
42)『四日市鉄道沿線案内』1915年,広告。
43)松川二郎『保養遊覧 湯治場めぐり』東文堂,
1920年,287ページ。
44)鉄道省『温泉案内』1920年,81-82ページ。
45)前掲『中部日本 四日市港』109ページ。
46)戦時経済の進展は,昭和18年には,逆に,寿亭
の経営そのものを廃業へとおいこんでいる。以上
の四日市鉄道の敷設計画から,桜梅楓三種植付に
至る過程については,『四日市市史 第18巻 通
史編近代』(2000年刊)においても述べられてい
るが,概観にとどめられている。
〔付記〕
本稿は,2004年度名古屋学院大学研究奨励
金による成果である。資料収集などで,お世話
になった湯の山温泉・寿亭,菰野町郷土資料館,
湯の山温泉協会,そして近鉄資料館の方々に末
尾ながらお礼申し上げたい。特に,菰野町郷土
資料館の配慮によって利用することができた
「伊藤新十郎家」資料を入手してから,かなり
の年数が過ぎてしまったことをお詫びしたい。
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